
…
.      

熊
本
地
方
本
部
は
１

月
14
日
（
月
）、
熊
本
県

労
働
会
館
（
熊
本
市
）
に

お
い
て
「
２
０
１
３
新
春

旗
開
き
」
を
開
催
し
た
。 

各
分
会
組
合
員
の
ほ

か
、
関
係
労
働
団
体
、
国

会
議
員
、
熊
本
地
本
議
員

団
、
会
社
関
係
者
な
ど
約

１
０
０
名
の
参
加
が
あ 

  

 
 

 
 
 

組合員総がかりの春闘要求獲得に向けた連帯 

と団結をはかり、要求貫徹に向けボウリング 

大会を開催します。 

《日 時》 

2013 年 2 月 9 日（土）  

9 時 45 分集合 

《場 所》 

ワンダーボウル南熊本店 

《申 込 期 間》 

 ２０１３年 2 月 5 日 各分会役員まで 

《そ の 他》 

ゲーム終了後、労働会館にて表彰式と交流会を 

行います。詳しくは分会役員まで。 

当面の主な取り組み 

 

１月３１日 第 18 回熊本地本親善ゴルフ大会 

２月 ８日 第 25 回定期中央委員会 

２月 ９日 2013 春闘勝利団結ボウリング大会 

２月 25 日 第二次総対話集会（熊本地区） 

２月 26 日 第二次総対話集会（熊本地区） 

２月 27 日 第二次総対話集会（八代地区） 

２月 28 日 熊本地区労福協ミニ集会 

3 月 3 日 JR 連合九州地協春闘勝利総決起集会 

3 月 ３日 連合熊本第２４回産別対抗駅伝大会 

 

 

   

り
今
年
の
ス
タ
ー
ト
を

き
っ
た
。 

主
催
者
を
代
表
し

        

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
は
、

労
働
組
合
の
社
会
的
な

意
義
に
鑑
み
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
重
要
な

活
動
の
ひ
と
つ
に
位
置

付
け
て
お
り
、
そ
の
一

環
と
し
て
、
連
合
「
愛

の
カ
ン
パ
」・
オ
イ
ス
カ

「
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
貧
困
村
自
活
自
立
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
支

援
カ
ン
パ
、
に
取
り
組

み
ま
し
た
。 

組
合
員
一
人
２
０
０ 

活
向
上
に
向
け
て
先
頭

に
立
っ
て
行
く
。
ま
た
、

春
の
ダ
イ
ヤ
改
正
や
下

期
効
率
化
対
応
、
春
闘
に

向
け
て
連
携
を
強
化
し

一
致
団
結
し
た
総
が
か

り
の
取
り
組
み
を
展
開 

           

す
る
」
と
あ
い
さ
つ
を
行

っ
た
。 

引
き
続
き
来
賓
か
ら

は
、
連
合
熊
本
上
田
会

長
、
民
主
党
松
野
信
夫
参

議
員
、
松
尾
大
牟
田
市
議

な
ど
か
ら
祝
辞
を
い
た

だ
い
た
。 

そ
の
後
の
、
懇
親
会
で

は
参
加
者
同
士
親
睦
を

図
り
、
新
年
の
交
流
を
行

っ
た
。 

    

て
、
坂
本
委
員
長
が
あ

い
さ
つ
を
行
い
、
「
安
全

を
基
本
と
し
た
取
り
組

み
を
強
化
し
、
職
場
風
土

づ
く
り
や
、
意
識
の
醸
成

に
努
め
る
と
共
に
、
人
材

育
成
な
ど
に
果
敢
に
取

り
組
み
、
Ｊ
Ｒ
九
州
と
グ

ル
ー
プ
全
体
の
発
展
と
、

そ
こ
に
働
く
全
て
の
生 

 

円
を
目
標
に
取
り
組
ん

だ
と
こ
ろ
、
１
０
万
９
，

３
７
８
円
の
カ
ン
パ
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
多
く

の
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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